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　(見直しの余地欄に記載の通り、当該事業については平成２２年度限りで廃止。)

総事業費(執行ベース) - - 23

補
　
記

- - 23

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

１．①有識者による検討会を開催し、検討会での助言を踏まえた上で、技術的検討を行った。また、検討会前には環境
省担当官が請負先と十分な打合せを行った。さらに、観測に不具合が発生した場合、請負者から速やかに報告と対応
方法について連絡を受ける体制をとり、観測を実施した。
　　②有識者による検討会を開催し、検討会での助言を踏まえた上で技術的検討を行った。また、検討会前には環境省
担当官が請負先と十分な打合せを行った。

２．地下水揚水量等の情報収集では請負者が、資料館・自治体・企業等へ出向き、資料を収集し、過去の地盤沈下の
状況と地下水利用との関係を検討した。また、モデル地域を地下水利用状況・地質状況等から区分し、各区域毎の地
下水揚水量と地盤沈下の関係について、環境省担当官と十分な調整を行い検討した。なお、収集資料の地盤沈下状
況に疑義があった部分は、環境省担当官より、現地調査等による確認の実施などのアドバイスを行い、請負者が確認
のための現地調査を実施した。

見直しの
余地

本事業は平成22年度で終了予定である。

23年度要求

予算額(補正後） - - 34 34 0

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

１．①都市内緑地のヒートアイランド緩和効果に関する知見を整理するとともに、皇居及び周辺街区をモデル地域とし
た夏季の実測を通じて冷気流出の阻害状況などを把握し、都市内緑地のクールアイランド効果をより効果的に活用す
る方策を検討する。
　　②清掃工場の排熱を有効に活用するための方策について検討し、導入効果の把握、実施のための課題について
整理する。

２．地下水を活用した、ヒートアイランド対策を実施する場合には、地盤沈下等の地盤環境へ影響を与えないよう配慮
する必要がある。このため、モデル地域を選定し、過去の地盤沈下の発生状況や地下水位・揚水量資料などから、地
下水利用と地盤沈下の関係を分析し、地盤環境へ影響を与えない地下水利用方法を検討する。

実施状況

１．①皇居外苑濠とその周辺をモデル地域として、８月の1ヶ月間、気温、風向・風速（2次元）、風向・風速（３次元）、表
面温度、水温、放射、自動車交通量を測定し、皇居からの冷気流出状況や、冷気流出の阻害要因を把握した。また、
同地域において地下水等の未利用水の今後の活用可能性について調査を実施した。なお、調査の実施に当たっては
外部有識者による検討会を２回開催し、データの解析手法等について助言を得た。
　　②清掃工場（２箇所）、地域冷暖房施設（２箇所）に出向き、それぞれの施設について実態調査を行った。また、清掃
工場からの未利用排熱の活用手法について10つのモデルケースを設定し、それぞれのケースにおける導入効果につ
いて試算した。さらに、実施のための課題を整理した。なお、調査の実施に当たっては外部有識者による検討会を２回
開催し、事業性評価や課題の整理方法等について助言を得た。

２．皇居外苑濠とその周辺をモデル地域として、52年間の地盤沈下量、36揚水井の設置状況・揚水量、地質データ等を
自治体及び民間企業等より収集した。また、モデル地域を地下水利用状況・地質状況等の特性から区域を区分し、各
区域毎に地下水を利用した場合の地盤沈下の種類、検討手順等について発生の可能性について検討するとともに、
新たにヒートアイランド対策として地下水を利用する場合の検討に必要な収集資料の種類、検討の手順等について検
討した。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行率 - - 67.6%

執行額

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以内）

①都市において未だ活用されていない水等の有効資源の賦存量等を把握しこれを代替資源として活用する。
②人工排熱等を有効利用することにより都市における排熱量を削減し、ヒートアイランド現象の緩和を図る。

担当部局庁 水・大気環境局 担当課室
１．大気生活環境室

２．地下水・地盤環境室

１．大気生活環境室長
土居健太郎

２．地下水・地盤環境室長
竹本明生

会計区分 一般会計 上位政策 大気・水・土壌環境の保全

事業番号 ０５７

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　      (環境省)

予算事業名
モデル地域における未利用水・未利用エネル

ギーの有効活用検証
事業開始
年度

平成21年度 作成責任者

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

－
関係する計
画、通知等

－



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

23百万

C.（株） 建設環境研究所

4百万円

【一般競争入札】

B.日本環境技研株式会社

4百万円

【総合評価入札】

A.社団法人環境情報科学センター

15百万円

・地下水等の未利用水の有効活用検証

・清掃工場排熱の有効活用検証

【総合評価入札】

・地下水を活用したヒートアイランド対策

による環境影響把握



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 4 計 0

雑役務費
ヒートアイランド対策における未利
用水活用による地盤環境への影
響検討業務

4

C.（株）　建設環境研究所 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 4 計 0

雑役務費
人工排熱低減による都市の熱環
境改善の基礎調査業務

4

B.日本環境技研株式会社 F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 15 計 0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.社団法人環境情報科学センター E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費
モデル地域における未利用水有
効活用検証に関する業務

15


